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タ イ ト ル 番 号 は 原 則 と

し て 漢 数 字 で 表 記 し 、

番 号 に 読 点 を 加 え な い

こ と 。  

原

稿

の

設

定
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本 文 中 、 挿 入 句 等 は 、

－ （ ハ イ フ ン ） で は

な く 、 — — （ ダ ー シ ）

を 用 い る 。  

・ 註 番 号 は 数 字 を 丸 括 弧

で 示 す こ と 。  

・ 文 字 設 定 で 「 上 付 き 」

を 用 い る 、 あ る い は 字

体 を 変 え る な ど 、 註 番

号 で あ る こ と が 分 か る

よ う に す る こ と 。  

執 筆 者 の 氏 名 や

所 属 を 記 載 し な

い （ 欧 文 摘 要 と

そ の 邦 訳 文 も 同

様 ）。  

巻 末 に 「 引 用 文 献 」 を

挙 げ る 形 式 の 一 例 。本

文 中 に 著 者 名 、 発 行

年 、ペ ー ジ 数 を 括 弧 内

に 挙 げ て い る 。  

ペ ー ジ 番 号 を 付

す こ と 。  

一 行 目 に 日 本 語 タ イ ト ル 。

サ ブ タ イ ト ル に は ダ ー シ

（ — — ） を 用 い る 。  

 

節 の タ イ ト ル は 、 前 後 を 一 行 空 け 、 行 頭

か ら 一 字 下 げ る こ と 。 本 文 と 区 別 す る た

め 、 字 体 を 変 え る か 太 字 に す る こ と 。  
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・ 引 用 文 献 の 挙 げ 方 の 一 例 で あ る 。 

・ 言 語 圏 ・ 専 門 分 野 ・ マ ニ ュ ア ル 等

に よ り 、 既 定 の 書 式 が あ る 場 合

は 、 そ れ に 準 じ る こ と 。  

・ 和 文 著 書 、 和 文 論 文 、 英 文 著 書 、

英 文 論 文 の 順 番 に 記 載 例 を 挙 げ

て い る 。  

・「 註 」 の 中 で 、 す で に 引 用 文 献 を

挙 げ て い る 場 合 は 、「 引 用 文 献 」

欄 を 改 め て 設 け る 必 要 は な い 。  

註 は 後 註 。文 字 サ イ ズ や

行 間 等 の 様 式 は 本 文 と

同 一 と し 、文 書 ソ フ ト の

脚 注 機 能 は 使 用 し な い

こ と 。  


